
～岩和田小学校閉校式～～岩和田小学校閉校式～～岩和田小学校閉校式～

（岩和田保育所）（岩和田保育所）（岩和田保育所）

思い出いっぱいできたかな？思い出いっぱいできたかな？思い出いっぱいできたかな？

静岡県NPO法人
　　沼津観光協会視察
静岡県NPO法人
　　沼津観光協会視察
静岡県NPO法人
　　沼津観光協会視察

水あそびは
　　たのしいヨ！！
水あそびは
　　たのしいヨ！！
水あそびは
　　たのしいヨ！！
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審議しました 審議しました 

　
現
在
、町
の
管
理
す
る
道
路
・
河
川
に
関
し
施
設
を
使

用
す
る
場
合
は
、占
用
許
可
申
請
と
占
用
料
を
必
要
と
し

ま
す
が
、電
柱
類
に
掲
げ
る
添
架
看
板
、巻
付
看
板
に
つ
い

て
も
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
手
数
料
を
徴
収
す
る
規

定
を
追
加
し
ま
し
た
。 

町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
改
正 

　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
道
路
占
用
料
と
同
様
に
、河

川
等
に
お
け
る
電
柱
類
へ
供
架
す
る
場
合
の
占
用
料
金
を

規
定
に
追
加
し
ま
し
た
。 

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
二
号
） 

　
退
職
被
保
険
者
に
か
か
る
平
成
十
九
年
十
月
か
ら
平
成

二
十
年
二
月
ま
で
の(

五
ヵ
月
分)

療
養
費
の
支
払
い
に
不
足

が
生
じ
る
た
め
、七
十
二
万
八
千
円
を
増
額
し
、予
算
総
額

を
十
億
五
千
九
百
九
十
八
万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
） 

　
老
人
受
給
者
の
医
療
諸
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、

医
療
諸
費
の
平
成
十
九
年
十
二
月
か
ら
平
成
二
十
年
四
月

ま
で
の(

五
ヵ
月
分)

医
療
費
の
支
払
い
に
不
足
が
生
じ
る
た

め
、一
億
八
千
六
百
四
十
五
万
五
千
円
を
増
額
し
、予
算
総

額
を
十
一
億
九
千
八
百
二
十
万
六
千
円
と
し
ま
し
た
。 

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
二
号
） 

平成１９年１２月１３日、１２月招集第４回定例会が開会され、
補正予算や意見書など８議案を可決・同意しました。 

　
平
成
十
九
年
度
の
国
の
負
担
金
等
の
交
付
決
定
に
伴

う
増
額
及
び
利
用
者
の
増
加
に
よ
る
保
険
給
付
費
の
増
額

で
す
。 

　
三
千
三
百
四
十
八
万
六
千
円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を

五
億
六
千
七
百
七
十
九
万
一
千
円
と
し
ま
し
た
。 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
四
号
） 

　
補
正
の
主
な
内
容
と
し
て
、歳
入
で
は
町
民
税
個
人
現

年
課
税
分
を
実
調
定
額
に
基
づ
き
減
額
補
正
す
る
他
、歳

出
に
お
い
て
は
御
宿
小
学
校
耐
震
補
強
工
事
の
今
年
度
実

施
に
か
か
る
事
業
費
の
追
加
や
国
の
査
定
を
終
え
た
台
風

四
号
に
よ
る
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
等
に
つ
い

て
、八
千
三
百
万
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
二
十
八
億
六
千

六
百
五
十
六
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
他 

補
正
予
算

補
正
予
算 

補
正
予
算 

条
例
の
改
正

条
例
の
改
正 

条
例
の
改
正 
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審議審議しました 審議審議しました 審議しました 

　
退
職
被
保
険
者
に
か
か
る
平
成
十
九
年
十
月
か
ら
平
成

二
十
年
二
月
ま
で
の(

五
ヵ
月
分)

療
養
費
の
支
払
い
に
不
足

が
生
じ
る
た
め
、七
十
二
万
八
千
円
を
増
額
し
、予
算
総
額

を
十
億
五
千
九
百
九
十
八
万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
） 

人
　
事 

●内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、総務大臣、
国土交通大臣へ意見書を送付しました。 

　道路は、住民の日常生活ばかりでなく観光客の来訪や地域経済・社会

活動における人・もの・情報の移動を支える最も重要な社会基盤であり、

高齢化や少子化が急速に進展し人口減少社会の到来が現実化しつつ

あるなかでは、安全で安心できる暮らしのためにバリアフリー化や交通安

全対策、防災対策などの道路整備も喫緊の課題となっています。 

　まだまだ十分となっていない道路の実情の中で、去る１１月１３日に国土

交通省から中期計画(素案)が示されましたが、今後とも、地方が真に必要

としている道路整備を確実に推進できるよう下記事項について強く要望

する。 

記 

一　道路の中期計画における真に必要な道路の整備や維持管理のた

めの事業量を確保するために、道路特定財源を、その制度趣旨に沿

って一般財源化をすることなく、すべて道路整備と関連する道路施

策に活用すること 

一　地方公共団体が必要とする道路整備が計画的に推進できるよう平

成二十年度以降も、道路特定財源諸税の暫定税率を延長するとと

もに、地方道路整備臨時交付金制度を継続すること 

 （内容は要約して掲載しています） 

平成１９年１２月１
補正予算や意見書

道路特定財源に関する意見書 
《提出者》式田孝夫　《賛成者》小川　征、伊藤博明、瀧口義雄 

出
に
お
い
て
は
御
宿
小
学
校
耐
震
補
強
工
事
の
今
年
度
実

施
に
か
か
る
事
業
費
の
追
加
や
国
の
査
定
を
終
え
た
台
風

四
号
に
よ
る
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
等
に
つ
い

て
、八
千
三
百
万
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
二
十
八
億
六
千

六
百
五
十
六
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。 

そ
の
他 

補
正
予
算

補
正
予
算 

補
正
予
算 

○
町
監
査
委
員
の
選
任 

　
町
議
会
議
員
の
改
選
に
伴
い
、議
員
の
う
ち
か
ら
新
た

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
御
宿
町
議
会
議
員 

　  

貝
　
塚
　
嘉
　
　
　
氏 

可決 

条
例
の
改
正 
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平
成
二
十
年
度
予
算
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
予
算
の
歳
入

全
体
と
し
て
は
、
償
却
資
産

の
補
完
や
新
築
家
屋
の
増
加
等
に

よ
り
、
基
幹
と
な
る
町
税
収
入
は

若
干
の
増
が
見
込
め
る
一
方
、
地

方
交
付
税
の
減
少
が
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
等
か
ら
全
体
と
し
て
は
一

般
財
源
の
伸
び
を
見
込
む
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

歳
出
面
で
は
、
今
年
度
か
ら
二

ヶ
年
の
計
画
を
し
て
い
る
御
宿
小

学
校
耐
震
補
強
工
事
の
他
、
継
続

事
業
で
実
施
し
て
い
る
岩
和
田
漁

港
整
備
や
実
谷
地
先
の
道
路
改

良
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
最
終
処
分
場

閉
鎖
に
向
け
た
取
り
組
み
や
中
山

間
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て
も
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
予
算
方
針
は
、

「
協
働
の
推
進
と
創
出
す
る
行
政
運

営
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
い
か
に
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
か
、
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
な
が
ら
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
課
題
解
決
に
臨
み
ま
す
。

財
政
の
状
況
は
年
々
加
速
的
に

厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
事
務

事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
は
じ

め
、
横
断
的
な
施
策
の
検
討
や
協

Ｑ Ａ 

問 答 

働
に
よ
る
関
係
を
十
分
に
考
慮

し
、
歳
入
に
見
合
っ
た
適
正
な
事

業
調
整
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
現
状
に
つ
い
て

町
　
長

現
在
の
状
況
と
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
町
長
に

伺
い
ま
す
。

千
葉
県
の
合
併
構
想
を
受

け
、
県
を
含
め
た
事
務
担
当

者
で
勉
強
会
を
四
回
実
施
し
た
中

で
は
、
行
政
改
革
の
推
進
や
、
組

織
の
集
約
化
等
の
対
応
を
か
な
り

進
め
て
お
り
、
人
員
削
減
等
は
、

当
町
と
同
様
に
限
界
に
近
づ
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
や
他
の

地
域
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
る

と
、
慎
重
の
上
に
も
慎
重
を
期
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

の
で
、
今
後
と
も
近
隣
市
町
と
十

分
に
協
議
を
し
、
状
況
に
応
じ
て

議
員
の
皆
様
と
相
談
し
な
が
ら
、

機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
柔
軟
か
つ

前
向
き
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

旧
御
宿
高
校
の
跡
地
に
つ
い
て

町
　
長

旧
御
宿
高
校
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

現
在
、
跡
地
は
千
葉
県
の
総

務
部
管
財
課
で
所
管
し
て
い

ま
す
。

施
設
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
町
と
し
て
も
町
村
議
長
会
で

要
望
さ
れ
た
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
の
利

用
促
進
や
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
学
校
施
設
と
し
て
の
活
用
が

望
ま
し
い
と
い
う
方
針
を
基
本
に

県
と
の
連
携
を
密
に
し
、
情
報
の

収
集
や
誘
致
活
動
の
展
開
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

創意工夫を凝らしながら課題解決に臨みます

平成二十年度予算の策定方針について伺います

企画財政課長

貝塚嘉　 議員

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

▲町道0106号線道路改良工事
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清
水
川
の
河
川
整
備

に
つ
い
て
は
、
二
級

河
川
へ
の
昇
格
を
含
め
、

今
後
ど
の
よ
う
に
調
整
及

び
検
討
を
進
め
て
い
く
の

で
す
か
。

清
水
川
の
河
川
管
理

は
、
久
保
橋
を
分
岐
に

下
流
側
を
二
級
河
川
と
し
千

葉
県
、
上
流
側
が
普
通
河
川

と
し
て
町
が
管
理
し
て
い
ま

す
。上

流
部
に
つ
い
て
も
、
二

級
河
川
へ
の
昇
格
に
つ
い
て

千
葉
県
へ
の
要
望
や
夷
隅
地

域
整
備
セ
ン
タ
ー
等
と
も
再

三
協
議
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
県
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
状
況
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
後
は
、
形
状
測
量
等
の

資
料
を
含
め
、
地
形
図
に
基

づ
い
た
河
川
線
形
協
議
や
調

整
な
ど
、
具
体
的
な
も
の
を

盛
り
込
ん
だ
協
議
を
県
に
申

し
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。町

が
管
理
し
て
い
る

上
流
部
分
は
、
町
単

独
で
整
備
し
て
い
く
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

現
在
、
災
害
的
に
崩

れ
て
い
る
場
所
等
が

あ
り
ま
す
の
で
部
分
的
な
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

将
来
的
に
は
総
合
的
に
全

体
を
見
て
判
断
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

久
保
字
下
沢
地
先
の
排

水
整
備
に
つ
い
て

建
設
環
境
課
長

本
地
区
の
対
応
策
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

防
災
対
策
の
基
盤
整

備
と
同
様
に
災
害
対

策
と
し
て
の
土
木
施
設
の
整

備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
流
域
に
お
け
る
水
量
及

び
排
水
等
の
状
況
把
握
を
行

い
、
対
応
検
討
を
考
え
て
い

ま
す
。

土
木
工
事
に
お
け
る
整

備
計
画
に
つ
い
て

建
設
環
境
課
長

町
内
の
土
木
工
事
に

お
い
て
、
町
は
均
等

な
予
算
配
分
に
よ
り
整
備

事
業
を
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
事
業
の
緊
急
性
、

必
要
性
等
を
考
慮
し
、
事

業
の
優
先
性
を
生
か
す
こ

と
も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

区
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
各
区
の
土
木
委
員

か
ら
の
要
望
書
に
基
づ
き
、

課
内
で
調
査
検
討
を
行
い
、

均
衡
が
図
れ
る
整
備
計
画
を

立
て
、
順
次
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
事
業
量
が
か

な
り
大
き
く
な
る
と
町
単
独

で
は
財
源
確
保
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
国
や
県
の

事
業
認
可
を
受
け
、
補
助
対

策
を
す
る
こ
と
で
、
適
宜
、

財
源
の
節
減
を
行
う
こ
と
を

考
え
て
進
め
て
い
ま
す
。
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負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し
て
く
だ
さ
い

石
井
芳
清

議
員

町
民
が
安
心
・
安
全
で
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
鋭
意
努
力
し
ま
す

町
長

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 
地形図に基づいた具体的な協議を
していきたいと考えます

清水川の河川整備について伺い
ます

建設環境課長

中村俊六郎 議員

町
民
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
、
井
上
町
長
は

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

社
会
情
勢
、
経
済
情

勢
が
刻
々
と
変
化
す

る
中
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
は
究
極
の

課
題
で
あ
り
、
ま
た
目
標
で

あ
り
ま
す
。

今
ま
で
に
な
い
物
価
が
高

騰
し
て
い
る
中
、
現
在
、
町

で
は
第
五
次
行
財
政
改
革
大

綱
を
作
成
す
る
中
で
、
平
成

二
十
年
度
予
算
に
つ
い
て
も

具
体
的
な
作
業
に
入
っ
て
い

ま
す
。

現
在
の
状
況
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
町
民
が
安
心
・
安

全
で
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
鋭
意
努
力
し
て
い
き

た
い
と
決
意
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

医
療
制
度
改
革
に
つ
い
て

住
民
水
道
課
長

健
診
制
度
が
大
き
く

変
わ
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

町
は
平
成
二
十
年
四
月

よ
り
「
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
の

施
行
に
よ
り
、
五
年
ご
と
に

特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
計

画
を
定
め
、
加
入
者
に
対
し

て
特
定
健
康
診
査
を
行
う
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
内
臓
脂
肪
型

の
肥
満
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た

め
の
保
健
指
導
を
行
い
、
特

に
糖
尿
病
等
の
有
病
者
予
備

群
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

特
定
健
診
の
対
象
者
は
、

四
十
歳
以
上
七
十
四
歳
ま
で

の
加
入
者
で
す
。

今
ま
で
の
町
の
健
診
業

務
と
ど
う
違
い
ま
す
か
。

今
ま
で
は
、
住
民
を
対

象
に
町
が
住
民
基
本
健

診
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の

保
険
加
入
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

加
入
先
で
特
定
健
診
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健
康
増
進
法
に
基
づ
い
て

行
う
が
ん
検
診
等
に
つ
い
て

は
、
町
が
事
業
を
行
い
ま
す
。

電
動
カ
ー
ト
に
つ
い
て

総
務
課
長
　

電
動
カ
ー
ト
の
講
習
会

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

い
す
み
警
察
署
に
電
動

カ
ー
ト
に
つ
い
て
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
歩
行
者
扱
い

と
な
る
こ
と
か
ら
届
出
や
免

許
が
必
要
な
い
た
め
、
正
確

な
台
数
把
握
が
出
来
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

今
後
は
、
広
報
等
で
届
出

を
周
知
し
、
状
況
に
応
じ
て

警
察
に
よ
る
交
通
安
全
指
導

講
習
会
を
実
施
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 
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おんじゅく議会だより　平成20年2月　No.147

町議会議員の改選により、新しい委員での活動が始まりました。
委員会条例によって任期は2年間と規定され、所管事務を各専門分野で調査研究や審査を

実施します。

委員長　　中村俊六郎議員

副委員長　川城達也議員

委員　　　石井芳清議員

委員　　　松闢啓二議員

所管事務
・総務課、企画財政課、税務課、会計室の所掌に属する事項

・選挙管理委員会及び監査委員の所掌に属する事項

・議会事務局の所掌に属する事項

・他の常任委員会の所掌に属しない事項
総務委員会での会議

委員長　　式田孝夫議員

副委員長　小川　征議員　

委員　　　伊藤博明議員

委員　　　瀧口義雄議員

所管事務
・建設環境課、産業観光課、住民水道課における水道事

業の所掌に属する事項

・農業委員会の所掌に属する事項

産業建設委員会での会議

委員長　　貝塚嘉�議員

副委員長　白鳥時忠議員

委員　　　新井　明議員

委員　　　石田義闊議員

所管事務
・住民水道課における住民事務、保健福祉課の所掌に属

する事項

・教育委員会（教育課）の所掌に属する事項

御宿小学校での学校訪問

新 新 新 新 常任委員会常任委員会 
　活動　活動レポート 
常任委員会常任委員会 
　活動　活動レポート 
常任委員会 
　活動レポート 

委員会活動

総務委員会総務委員会 

産業建設委員会 

教育民生委員会 

総務委員会 総務委員会 

委員会活動

総務委員会 

産業建設委員会産業建設委員会 

教育民生委員会 

産業建設委員会 産業建設委員会 

委員会活動

総務委員会 

産業建設委員会 

教育民生委員会教育民生委員会 教育民生委員会 教育民生委員会 
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おんじゅく議会だより　平成20年2月　No.147

▲耐震補強改修工事が始まりました

現在、御宿町観光協会のＮＰＯ法人化について検討・研究されている中、今後の参考とするため、
当議会において先進地である静岡県千本港町のＮＰＯ法人沼津観光協会を視察しました。
ＮＰＯ法人沼津観光協会は、平成１８年に設立され「広く地域に対して沼津市を中心とする観光事
業の振興を図り地方文化産業の向上に資し、地域社会の発展に寄与すること」を目的とし、市の観光
ＰＲのみにとわられず、研究会の開催や学会誘致など、はば広い活動を展開しています。
概要として、現在正職員５名、臨時職員２名、観光案内所３ヶ所ということです。
これからは、当議会においても積極的に情報を収集し、様々な形で町の活性化が図られるよう努力
してまいります。

蜻沼津市役所において、NPO法人沼津観光協会

専務理事にお越しいただき、設立までの経緯

や経営方針などについて研修を受けました。

第1回臨時会
平成20年1月21日第1回臨時会が開会され、御宿小学校校舎及び屋内運動場耐震補強・
大規模改修工事請負契約の締結について審議し、可決しました。

１．契約の目的　　

御宿小学校校舎及び屋内運動場耐震補強・大規模改修工事

２．契約の方法

一般競争入札による契約

３．契約金額 130,200,000円

（うち消費税620万円）

４．契約の相手方

千葉県山武郡横芝光町木戸10,100番地

株式会社　畔
あ

蒜
びる

工務店　代表取締役　畔蒜　毅

５．工期

議会の議決を得た翌日から

平成20年10月31日まで

安心して学習できる環境づくり

●視 察 日 程　１１月１４日～１５日
●参加議員数　１２名
※視察は自己負担で行ないました。

平成１９年度議会常任委員会研修視察
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おんじゅく議会だより　平成20年2月　No.147

※平成20年１月の第１回臨時会より、本会議で審議される

「議事日程」を御宿町ホームページに掲載しています。

掲載日については、定例会及び臨時会が招集された告示後と

なります。

どうぞご利用ください。

http://www.town.onjuku.chiba.jp/

～お知らせ～

皆さん
議会傍聴に来てください

次 回 定 例 会

3月4日（火）予
定

編

集

後

記

議会事務局アドレス　gikai@town-onjuku.jp 蕁０４７０－６８－２５１５

立
春
が
過
ぎ
、
暦
の
上

で
は
春
を
迎
え
ま
し
た
が
、

今
年
は
昨
年
に
比
べ
て
関

東
地
方
に
雪
の
降
る
日
が

多
く
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
の

厳
し
い
朝
夕
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

お
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
一
月
の
臨
時
会

に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
御
宿
小
学
校
校
舎
及
び

屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
・

大
規
模
改
修
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。

子
供
達
の
学
習
生
活
に

支
障
の
な
い
よ
う
、
一
日

も
早
い
完
成
が
望
ま
れ
ま

す
。ま

た
、
来
月
は
第
一
回

定
例
会
に
お
い
て
、
平
成

二
十
年
度
予
算
の
審
議
も

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
よ
り
よ

い
生
活
が
確
保
で
き
る
よ

う
、
私
達
議
会
に
お
い
て

も
積
極
的
に
提
案
・
協
力

を
す
る
と
と
も
に
、
円
滑

な
議
会
運
営
を
心
が
け
た

い
と
考
え
ま
す
。

編
集
委
員
長中村

　
俊
六
郎

松闢啓二議員、中村俊六郎議員、新井明議員が町議
会議員として12年以上在職し、町政発展にご尽力され
た功績を認められ、御宿町より表彰を受けました。
平成20年1月の臨時会で井上町長より、表彰状が授

与されました。

おめでとうございます 

おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます

平成19年12月4日、御宿中学校3年生による「御宿

町中学生議会第1回定例会」が開会されました。

一般質問では、町の施設利用についてや福祉問題、生

活環境の保全など様々な質問がなされ、中学生議員の皆

さんから見た御宿町への要望や提案をいただきました。

また、「地域の未来に向けた中学生の行動宣言決議案」

が提出され、全員賛成で可決しました。

御宿町表彰規程に基づく町議会議員表彰 

御宿町中学生議会第１回定例会

松闢啓二議員　中村俊六郎議員　　新井明議員

議事日程とは・・・
議長が議事整理権に基づいて定めるその日の会議の

議事の順序表のこと。

手続き簡単。
3階で住所と名前を
書くだけです。
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